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【誤訳訂正書】
【提出日】平成20年9月17日(2008.9.17)
【誤訳訂正１】
【訂正対象書類名】明細書
【訂正対象項目名】００１８
【訂正方法】変更
【訂正の内容】
【００１８】
　図１に加水分解の方法を示した。加水分解は、以下の通りに実施した。まず、軟水７５
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０ガロンを華氏１４０度まで加熱し、反応タンクに入れた。上記のホホバ油かす粉１，０
００ポンドを攪拌しながら反応タンクに加え、ホホバ粉を完全に分散させた。この時点で
、２２ポンドの５０％ＮａＯＨ溶液を１時間かけて反応タンクに添加して、プロテインを
可溶化し、アルカリ性の分散体（図１の１０）を作成した。
【誤訳訂正２】
【訂正対象書類名】図面
【訂正対象項目名】図１
【訂正方法】変更
【訂正の内容】
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【図１】
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